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取
引
先
の
脱
炭
素
経
営
に
向

け
て
一
歩
踏
み
出
し
た
支
援
を

　

近
時
、
殆
ど
の
地
域
金
融
機
関

は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
」
を
行
い
、

取
引
先
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
み

状
況
を
評
価
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
、

取
引
先
独
自
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言

書
」
の
策
定
を
積
極
的
に
支
援
し

て
い
る
。
今
後
は
よ
り
踏
み
込
ん

で
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
極

力
減
ら
す
た
め
の
脱
炭
素
支
援
が

求
め
ら
れ
よ
う
。
環
境
省
の
「
脱

炭
素
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資
格
認
定
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
公
表
に
あ
た
り
、

金
融
庁
も
行
政
方
針
に
お
い
て
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
推
進
を
掲
げ
、
脱
炭

素
支
援
の
取
組
み
を
追
従
す
る
姿

勢
を
見
せ
た
。
よ
っ
て
、
取
引
先

の
脱
炭
素
支
援
は
、
地
域
創
生
の

観
点
に
お
い
て
も
、
喫
緊
の
課
題

と
い
え
よ
う
。

　

以
下
、
国
際
的
な
気
候
変
動
規

制
や
国
内
の
支
援
策
、
支
援
事
例

等
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　
　

地
域
金
融
機
関
を
取
り
巻
く

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
背
景

⑴　

国
際
的
な
気
候
変
動
規
制
と

中
小
企
業

　

世
界
的
な
気
候
変
動
対
策
目
標

と
な
っ
た
パ
リ
協
定
を
皮
切
り
に
、

世
界
・
日
本
で
の
脱
炭
素
経
営
は

大
幅
に
加
速
し
て
い
る
。

　

パ
リ
協
定
と
は
、
気
候
変
動
を

食
い
止
め
る
た
め
に
地
球
の
平
均

気
温
を
産
業
革
命
以
前
と
比
べ
２

〜
１
・
５
℃
に
抑
え
る
取
り
組
み

で
あ
り
、
２
０
１
６
年
に
発
効
さ

れ
た
。
そ
の
概
要
は
、
年
間
２
・

５
〜
４
・
２
％
Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
温
室
効

果
ガ
ス
）
排
出
量
を
削
減
し
、
２

０
５
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
を
達
成
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　

パ
リ
協
定
を
企
業
レ
ベ
ル
で
実

施
す
る
取
り
組
み
が
Ｓ
Ｂ
Ｔ
（
科

学
に
も
と
づ
く
目
標
設
定
）
で
あ

る
。
Ｓ
Ｂ
Ｔ
は
環
境
貢
献
企
業
で

あ
る
こ
と
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
訴
求
し
た
い
大
企
業
を
中
心
に

取
り
組
み
が

進
ん
で
お
り
、

自
社
排
出

（
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ

ｅ
１
・
２
）

だ
け
で
は
な

く
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン

す
べ
て
の
排

出
（
Ｓ
ｃ
ｏ

ｐ
ｅ
３
）
を

削
減
目
標
範

囲
と
す
る
。

そ
の
た
め
、

Ｓ
Ｂ
Ｔ
取
得

大
企
業
は
取

引
先
中
小
企

業
か
ら
購
入

す
る
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

量
の
把
握
と

削
減
を
義
務

付
け
ら
れ
て

お
り
、
大
企

業
の
要
請
に

1

2

図表１　カーボンニュートラルと中小企業の関わり

出所：筆者作成

上 流 下 流自 社中小企業

①原材料

④輸送・配送
⑪製品の使用 ⑫製品の廃棄燃料の燃焼 電気の使用

＊その他：②資本財、③Scope1、2に含まれない
　　　　燃料及びエネルギー関連活動、⑤廃棄
　　　　物、⑥出張、⑧リース資産

＊その他：⑨輸送・配送、⑩製品の加工、⑬リース
　　　　資産、⑭フランチャイズ、⑮投資

⑦通勤

大企業
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よ
る
中
小
企
業
の
脱
炭
素
経
営
対

応
圧
力
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
プ
ラ
イ
ム
上
場
企
業
に

対
応
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
Ｔ

Ｃ
Ｆ
Ｄ
（
気
候
関
連
財
務
情
報
開

示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）
に
お
い
て

も
、Ｓ
Ｂ
Ｔ
同
様
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１
・

２
・
３
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
報
告
と
削

減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
国
際
会
計
基
準
を
策

定
し
て
い
る
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
財
団
傘
下

の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
（
国
際
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
基
準
審
議
会
）
が
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
開
示
基
準
を

２
０
２
３
年
６
月
に
公
表
し
、
２

０
２
４
年
度
以
降
全
上
場
企
業
に

対
し
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
も
含
む
脱
炭

素
経
営
情
報
開
示
が
義
務
付
け
ら

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
な
国
際
的
な
気

候
変
動
対
策
取
り
組
み
が
大
企
業

か
ら
中
小
企
業
に
範
囲
を
拡
大
し

て
お
り
、
取
り
組
み
の
早
い
自
動

車
・
電
機
・
建
築
等
の
業
界
か
ら

中
小
企
業
に
お
け
る
脱
炭
素
経
営

を
始
ま
っ
て
い
る（
図
表
１
参
照
）。

⑵　

日
本
の
脱
炭
素
支
援
策

　

企
業
の
脱
炭
素
を
促
進
す
る
た

め
、
補
助
金
等
の
国
の
支
援
策
も

充
実
し
て
き
た
。
２
０
２
３
年
５

月
に
公
布
さ
れ
た
Ｇ
Ｘ
推
進
法
は

10
年
間
で
20
兆
円
の
政
府
予
算
を

呼
び
水
に
１
５
０
兆
円
の
官
民
投

資
へ
繋
げ
る
も
の
で
、
令
和
6
年

度
概
算
要
求
で
Ｇ
Ｘ
関
連
分
野
に

２
兆
円
が
要
求
さ
れ
、
中
小
企
業

等
の
省
エ
ネ
設
備
投
資
補
助
金
で

は
例
年
の
約
10
倍
と
な
る
約
２
０

０
０
億
円
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
３
年
間
で
総
額

5
0
0
0
億
円
程
度
の
脱
炭
素
設

備
導
入
集
中
支
援
が
予
定
さ
れ
、

設
備
投
資
総
事
業
費
は
１
兆
円
を

超
え
る
。
脱
炭
素
促
進
に
は
大
き

な
設
備
投
資
が
必
要
で
あ
り
、
金

融
機
関
の
役
割
は
大
き
い
。
こ
の

補
助
金
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
投
資
促
進
税
制
等
の
優
遇
税
制

も
拡
充
・
延
長
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
補
助
金
と
優
遇
税
制
を
中
小

企
業
が
適
切
に
活
用
し
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
　

Ｇ
Ｘ
は
金
融
機
関
の
チ
ャ
ン

ス

　

脱
炭
素
経
営
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

は
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
適

切
な
対
応
を
と
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
金
融
機
関
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス

と
な
る
。
特
に
、
中
小
企
業
の
脱

炭
素
経
営
取
り
組
み
に
お
け
る
地

域
金
融
機
関
の
チ
ャ
ン
ス
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
通

常
の
銀
行
業
務
以
外
で
の
収
益
拡

大
内
容
を
含
む
た
め
、
銀
行
法
に

抵
触
す
る
等
の
理
由
で
実
施
で
き

な
い
可
能
性
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
対
策
に
つ
い
て
、　

中
小
企

業
脱
炭
素
経
営
支
援
の
事
例
で
戦

略
子
会
社
設
立
で
の
事
業
領
域
拡

大
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

⑴　

顧
客
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
強

化
（
初
期
相
談
者
と
し
て
の
役

割
）

　

経
営
資
源
に
限
り
の
あ
る
中
小

企
業
が
脱
炭
素
経
営
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
ま
ず
必
要
な
の
は
、

情
報
収
集
で
あ
る
。
自
社
に
関
係

す
る
適
切
な
情
報
を
入
手
で
き
な

け
れ
ば
、
計
画
や
投
資
の
判
断
が

で
き
な
い
。
脱
炭
素
経
営
に
関
す

る
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
国
や
地

方
自
治
体
等
が
行
っ
て
い
る
が
、

中
小
企
業
が
自
社
に
関
連
す
る
情

報
を
選
択
し
て
セ
ミ
ナ
ー
等
の
情

報
収
集
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

　

中
小
企
業
と
日
常
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
組
織
に
は

税
理
士
や
商
工
会
議
所
・
商
工
会

等
も
あ
る
が
、
最
終
的
な
実
行
フ

ェ
ー
ズ
が
設
備
投
資
で
あ
る
た
め
、

投
融
資
を
行
う
金
融
機
関
が
最
も

支
援
者
に
適
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

地
域
金
融
機
関
が
脱
炭
素
経
営
に

関
す
る
情
報
を
広
く
浅
く
提
供
し
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
た
中
小
企
業
に
お
け

る
脱
炭
素
経
営
の
土
台
を
築
く
役

割
が
期
待
さ
れ
る
。
中
小
企
業
へ

の
初
期
情
報
提
供
役
割
を
地
域
金

融
機
関
が
担
当
し
、
中
小
企
業
と

の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
な

3

5
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が
ら
、
⑵
で
解
説
す
る
専
門
企
業

へ
の
橋
渡
し
役
で
あ
る
ハ
ブ
と
し

て
機
能
す
る
こ
と
で
収
益
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

環
境
省
が
整
備
し
て
い
る
金
融

機
関
担
当
者
等
向
け
の
脱
炭
素
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
は
、
中
小
企
業

に
お
け
る
脱
炭
素
経
営
の
相
談
窓

口
と
し
て
の
役
割
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
り
、
積
極
的
な
資
格
取
得

が
望
ま
し
い
（
図
表
２
参
照
）。

⑵　

協
力
企
業
と
の
エ
コ
シ
ス
テ

ム
構
築

　

地
域
金
融
機
関
は
中
小
企
業
と

脱
炭
素
専
門
企
業
の
橋
渡
し
役
の

ハ
ブ
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
。
脱
炭
素
経
営
推
進

に
は
以
下
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
が

あ
り
、
専
門
企
業
の
支
援
が
必
要

と
な
る
（
上
：
ス
テ
ッ
プ
、
下
：

専
門
企
業
）。

①　

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
算
定
（
現
状

把
握
）：
Ｃ
Ｏ
２
算
定
コ
ン
サ

ル
②　

Ｃ
Ｏ
２
削
減
計
画
策
定
（
目

標
設
定
）：
脱
炭
素
コ
ン
サ
ル
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社

③　

省
エ
ネ
補
助
金
申
請
（
投
資

支
援
）：
補
助
金
コ
ン
サ
ル
、

リ
ー
ス
会
社

④　

省
エ
ネ
設
備
導
入
（
投
資
実

行
）：
設
備
業
者
、
リ
ー
ス
会

社
⑤　

Ｓ
Ｂ
Ｔ
取
得
・
Ｃ
Ｆ
Ｐ
算
定

（
攻
め
の
脱
炭
素
経
営
）：
脱
炭

素
・
Ｃ
Ｏ
２
算
定
コ
ン
サ
ル

⑥　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
（
外
部
Ｐ
Ｒ
）：
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
制
作
会
社

　

脱
炭
素
経
営
推
進
に
は
多
く
の

専
門
企
業
と
の
連
携
が
必
要
に
な

る
が
、
中
小
企
業
が
自
ら
企
業
を

選
択
し
実
施
す
る
の
は
難
し
い
。

地
域
金
融
機
関
が
専
門
企
業
に
代

わ
り
初
期
営
業
・
情
報
提
供
を
お

こ
な
い
、
中
小
企
業
に
最
適
な
専

門
企
業
を
紹
介
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ

機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

地
域
金
融
機
関
が
中
小
企
業
の
脱

炭
素
経
営
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

ハ
ブ
と
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
顧
客

満
足
を
得
て
、
設
備
投
資
ス
テ
ッ

プ
で
の
資
金
提
供
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

⑶　

補
助
金
コ
ン
サ
ル
と
融
資

　

専
門
企
業
で
あ
る
補
助
金
コ
ン

サ
ル
と
の
橋
渡
し
の
み
を
地
域
金

融
機
関
が
担
当
し
て
も
良
い
が
、

よ
り
積
極
的
な
取
り
組
み
も
可
能

で
あ
る
。
地
域
金
融
機
関
が
専
門

企
業
に
代
わ
り
補
助
金
コ
ン
サ
ル

を
実
施
し
、
中
小
企
業
よ
り
報
酬

を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
一

般
的
に
補
助
金
コ
ン
サ
ル
の
報
酬

形
態
は
着
手
金
＋
成
功
報
酬
で
あ

り
、
平
均
的
な
相
場
と
し
て
は
着

手
金
０
〜
30
万
円
、
成
功
報
酬
は

獲
得
補
助
金
額
の
10
〜
20
％
程
度

で
あ
る
。
地
域
金
融
機
関
が
ノ
ウ

ハ
ウ
不
足
で
単
独
で
省
エ
ネ
コ
ン

サ
ル
を
実
施
で
き
な
い
場
合
は
、

書
類
作
成
を
除
い
た
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
の
み
を
専
門
企
業
に
依
頼
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
銀
行
法
の
規

制
を
受
け
な
い
戦
略
子
会
社
設
立

の
事
例
を　

中
小
企
業
脱
炭
素

経
営
支
援
の
事
例
で
解
説
す
る
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ス
会

社
が
あ
る
場
合
、
リ
ー
ス
を
活
用

し
た
補
助
金
申
請
は
中
小
企
業
と

リ
ー
ス
会
社
の
共
同
申
請
と
な
り
、

実
質
的
に
リ
ー
ス
会
社
が
申
請
を

行
う
。
中
小
企
業
の
申
請
負
担
を

大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
補
助
金
活
用
や
投
資
実
行

の
大
き
な
動
機
付
け
と
な
る
。
筆

者
は
前
職
の
リ
ー
ス
会
社
に
お
い

て
省
エ
ネ
設
備
の
リ
ー
ス
提
案
等

を
担
当
し
て
い
た
。
補
助
金
共
同

申
請
に
よ
る
中
小
企
業
申
請
負
担

5

図表２　地域金融機関は取引先の脱炭素支援の
「ハブ」となる
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軽
減
の
効
果
は
大
き
く
、
多
く
の

案
件
成
約
に
繋
が
っ
て
い
た
。

　
　

脱
炭
素
経
営
の
詳
細

　

本
項
で
は
、
中
小
企
業
に
お
け

る
脱
炭
素
経
営
の
詳
細
解
説
と
、

地
域
金
融
機
関
が
中
小
企
業
の
脱

炭
素
経
営
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
か
解
説
す
る
。

　

脱
炭
素
経
営
の
取
り
組
み
に
は

自
社
の
脱
炭
素
・
脱
炭
素
な
経
営
・

外
部
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
３
つ
の
フ
ェ
ー

ズ
が
あ
る
（
図
表
３
参
照
）。

⑴　

自
社
の
脱
炭
素

　

脱
炭
素
経
営
の
基
本
は
、
自
社

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
算
定
し
、
策

定
し
た
削
減
計
画

に
基
づ
き
脱
炭
素

設
備
投
資
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。

自
社
の
脱
炭
素
に

取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
大
企
業
か

ら
の
脱
炭
素
要
請

に
対
応
、
光
熱
費

の
削
減
、
気
候
変

動
へ
の
貢
献
等
の

効
果
を
生
み
、
環

境
貢
献
企
業
へ
シ

フ
ト
し
て
い
く
。

①　

Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
算
定
（
現
状

把
握
）

　

脱
炭
素
経
営
は

脱
炭
素
を
目
指
す
取
り
組
み
の
た

め
、
ま
ず
は
現
状
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｃ

Ｏ
２
算
定
に
は
以
下
の
３
つ
の
Ｓ

ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
が
あ
る
。

・
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１　

自
社
で
使
用

す
る
燃
料
等
の
燃
焼
に
伴
う
排

出
・
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
２　

自
社
で
使
用

す
る
電
力
等
の
使
用
に
伴
う
排

出
・
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３　

Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ

１
・
２
を
除
く
自
社
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
内
で
の
排
出

　

中
小
企
業
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
算

定
は
、
ま
ず
は
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１
・

２
で
あ
る
。
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１
・
２

算
定
に
つ
い
て
は
、
電
力
会
社
や

ガ
ス
会
社
か
ら
の
使
用
明
細
表
に

記
載
さ
れ
て
い
る
数
値
、
ガ
ス
で

あ
れ
ば
Ｎ
㎥
、
電
力
で
あ
れ
ば
ｋ

Ｗ
ｈ
等
の
使
用
量
（
活
動
量
）
と

Ｃ
Ｏ
２
排
出
係
数
の
積
で
算
定
す

る
。

　

厳
密
に
は
、
こ
の
他
に
社
有
車

の
ガ
ソ
リ
ン
や
エ
ア
コ
ン
等
で
使

用
す
る
フ
ロ
ン
ガ
ス
漏
洩
量
等
も

算
定
に
含
ま
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
燃
料
や
電
力
の
購
入
量
を
管

理
で
き
て
い
な
い
中
小
企
業
も
多

い
。

　

将
来
的
に
Ｃ
Ｆ
Ｐ
（
カ
ー
ボ
ン

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
）
や
Ｓ
Ｂ
Ｔ
取

得
を
予
定
し
て
い
る
中
小
企
業
は
、

Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
の
算
定
も
必
要
と

な
る
。
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
は
15
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

活
動
量
（
購
入
金
額
や
重
量
）
と

Ｃ
Ｏ
２
排
出
原
単
位
の
積
で
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
を
算
定
す
る
。

　

Ｃ
Ｏ
２
算
定
の
支
援
者
と
し
て

は
、
Ｃ
Ｏ
２
算
定
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
を
手
掛
け
る
企
業
や
、
脱
炭

素
経
営
コ
ン
サ
ル
等
が
あ
り
、
一

部
の
地
域
金
融
機
関
も
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１
・
２

の
算
定
の
難
易
度
は
低
く
、
算
定

期
間
は
１
カ
月
程
度
、
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ

ｅ
３
の
算
定
は
難
易
度
が
高
く
３

〜
６
カ
月
程
度
必
要
と
な
る
。

　

地
域
金
融
機
関
が
Ｃ
Ｏ
２
算
定

支
援
に
取
り
組
む
際
の
チ
ャ
ン
ス

4
図表３　脱炭素経営の取組み

守りの脱炭素 攻めの脱炭素
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に
つ
い
て
考
え
る
。
簡
単
な
ヒ
ア

リ
ン
グ
シ
ー
ト
等
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
を
把
握
し
、
概
算
の
Ｓ
ｃ

ｏ
ｐ
ｅ
１
・
２
を
算
定
す
る
の
は

可
能
で
あ
る
。

　

概
算
で
あ
る
理
由
は
、
エ
ア
コ

ン
等
の
フ
ロ
ン
ガ
ス
漏
洩
量
の
算

定
や
生
産
プ
ロ
セ
ス
で
の
排
出
等
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
で
は
情
報
を

取
り
づ
ら
い
項
目
が
あ
る
た
め
で

あ
る
。

　

Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
の
算
定
に
つ
い

て
は
難
易
度
や
算
定
業
務
負
担
が

大
き
い
た
め
、
地
域
金
融
機
関
の

み
で
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

思
わ
れ
、
連
携
す
る
Ｃ
Ｏ
２
算
定

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
手
掛
け
る

企
業
等
に
紹
介
す
る
こ
と
が
現
実

的
で
あ
る
。
例
え
ば
Ｃ
Ｏ
２
算
定

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
企
業
・
ゼ
ロ

ボ
ー
ド
は
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
を
構

築
し
て
お
り
、
金
融
機
関
も
参
加

し
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
２
算
定
を
行
い

た
い
中
小
企
業
を
地
域
金
融
機
関

が
同
社
に
紹
介
し
、
サ
ー
ビ
ス
成

約
後
に
紹
介
手
数
料
を
支
払
う
ス

キ
ー
ム
で
あ
る
。

②　

Ｃ
Ｏ
２
削
減
計
画
策
定
（
目

標
設
定
）

　

Ｃ
Ｏ
２
削
減
計
画
（
Ｃ
Ｏ
２
削

減
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
は
、
基
準
年

に
対
し
目
標
年
（
例
、
２
０
３
０

年
）
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
対
策
で

ど
の
程
度
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
し
て
い

く
か
を
定
め
る
計
画
で
あ
る
。

　

大
企
業
は
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
の
削

減
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
先
で
あ

る
中
小
企
業
に
対
す
る
Ｃ
Ｏ
２
削

減
要
求
が
強
ま
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ

２
削
減
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
、

取
引
先
で
あ
る
大
企
業
に
対
し
自

社
の
脱
炭
素
に
関
す
る
取
り
組
み

の
方
向
性
を
開
示
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

　

Ｃ
Ｏ
２
削
減
計
画
の
策
定
は
、

省
エ
ネ
診
断
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
削
減

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
把
握
し
て
い
く
。

企
業
規
模
に
も
よ
る
が
、
半
日
程

度
の
ウ
ォ
ー
ク
ス
ル
ー
調
査
に
よ

り
、
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
・
電
化
・

燃
転
等
の
メ
ニ
ュ
ー
を
探
し
、
省

エ
ネ
計
算
に
よ
り
取
り
組
み
の
効

果
を
定
量
的
に
評
価
す
る
。
評
価

項
目
は
一
般
的
に
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減

量
（
ト
ン
）・
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減

量
（
ｋ
Ｌ
）・
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト

（
円
）
で
算
出
し
、
併
せ
て
概
算

で
の
導
入
金
額
を
算
出
す
る
こ
と

で
費
用
対
効
果
も
検
討
す
る
。
省

エ
ネ
診
断
で
は
、
費
用
の
か
か
ら

な
い
運
用
改
善
と
設
備
投
資
で
区

別
し
、
費
用
対
効
果
の
高
い
メ
ニ

ュ
ー
や
着
手
し
や
す
い
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
実
施
す
る
計
画
と
す
る
。
削

減
計
画
策
定
の
期
間
は
現
地
診
断

か
ら
計
画
書
策
定
ま
で
約
２
カ
月

で
あ
る
。

　

地
域
金
融
機
関
が
Ｃ
Ｏ
２
削
減

計
画
策
定
支
援
に
取
り
組
む
際
の

チ
ャ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え
る
。
計

画
策
定
に
当
た
っ
て
実
施
す
る
省

エ
ネ
診
断
は
省
エ
ネ
技
術
ス
キ
ル

が
必
要
で
あ
り
、
中
小
企
業
自
ら

実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、

中
小
企
業
が
自
ら
積
極
的
に
省
エ

ネ
検
討
を
行
っ
て
い
る
企
業
の
場

合
で
あ
っ
て
も
、
省
エ
ネ
技
術
進

展
が
早
い
た
め
、
太
陽
光
発
電
等

の
再
エ
ネ
導
入
・
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

等
の
電
化
・
天
然
ガ
ス
や
バ
イ
オ

マ
ス
等
へ
の
燃
転
等
の
最
新
メ
ニ

ュ
ー
の
検
討
は
難
し
い
。
そ
の
た

め
、
脱
炭
素
コ
ン
サ
ル
・
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
に
よ
る
診
断
や

公
的
省
エ
ネ
機
関
に
よ
る
診
断
を

行
う
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
地

域
金
融
機
関
は
削
減
計
画
策
定
後

の
設
備
投
資
時
の
資
金
供
給
に
関

与
で
き
る
よ
う
に
、
削
減
計
画
策

定
に
は
関
与
し
て
お
く
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
連
携
す
る

削
減
計
画
策
定
支
援
企
業
を
紹
介

し
、
共
同
で
計
画
を
策
定
し
て
い

く
ス
タ
ン
ス
が
重
要
で
あ
ろ
う

（
図
表
３
参
照
）。

③　

Ｃ
Ｏ
２
削
減
実
行
（
設
備
投

資
）

　

Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
実
行
は
設
備
投

資
を
伴
う
の
で
金
融
機
関
の
資
金

提
供
役
割
が
重
要
で
あ
る
。
中
小

企
業
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
後
述
す
る
補
助
金
や
優
遇

税
制
の
活
用
を
検
討
し
た
い
。
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前
述
の
補
助
金
コ
ン
サ
ル
等
に

よ
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
強
化
に

よ
り
確
実
に
融
資
に
繋
げ
て
い
き

た
い
。

⑵　

脱
炭
素
な
経
営
と
は

　

世
界
の
脱
炭
素
の
流
れ
に
対
応

す
る
た
め
、「
自
社
の
脱
炭
素
」

は
早
か
れ
遅
か
れ
中
小
企
業
は
実

施
せ
ざ
る
を
得
ず
、
対
応
で
き
な

い
企
業
は
残
念
な
が
ら
淘
汰
さ
れ

て
い
く
。
そ
の
た
め
「
自
社
の
脱

炭
素
」
は
「
守
り
の
脱
炭
素
」
と

言
え
、
実
施
に
よ
り
業
績
の
維
持

が
可
能
で
あ
る
。
一
方
で
「
脱
炭

素
な
経
営
」
は
脱
炭
素
へ
の
取
り

組
み
を
経
営
レ
ベ
ル
で
実
行
し
、

業
績
の
拡
大
に
積
極
的
に
繋
げ
て

い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
攻

め
の
脱
炭
素
」
と
言
え
る
。

①　

Ｃ
Ｆ
Ｐ
算
定
（
大
企
業
か
ら

の
要
請
対
応
）

　

上
場
企
業
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｔ
や
Ｔ
Ｃ

Ｆ
Ｄ
の
ル
ー
ル
と
し
て
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削

減
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ

３
）
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
を
お
こ
な
う

た
め
に
は
、
Ｃ
Ｏ
２
算
定
に
お
い

て
一
般
的
な
Ｃ
Ｏ
２
排
出
原
単
位

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
値（
二
次
デ
ー
タ
）

で
は
実
現
で
き
ず
、
取
引
企
業
の

実
績
値
（
一
次
デ
ー
タ
）
が
必
要

と
な
る
。
ま
た
、
自
動
車
や
電
機
、

食
品
の
よ
う
な
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
大
企
業

は
、
自
社
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
環

境
訴
求
の
手
法
と
し
て
Ｃ
Ｆ
Ｐ
を

算
定
し
て
公
表
す
る
事
例
が
増
え

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
大
企
業
の
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ

ｅ
３
削
減
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

に
は
、
中
小
企
業
も
Ｃ
Ｆ
Ｐ
（
一

次
デ
ー
タ
）
算
定
が
必
要
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
中
小
企
業
が
Ｃ
Ｆ

Ｐ
算
定
を
行
う
こ
と
は
、
大
企
業

の
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
削
減
ニ
ー
ズ
を

満
た
す
た
め
競
合
企
業
に
対
す
る

差
別
化
と
な
り
、
受
注
量
拡
大
や

販
売
単
価
ア
ッ
プ
が
可
能
と
な
る
。

大
企
業
を
顧
客
と
す
る
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ

中
小
企
業
の
Ｃ
Ｆ
Ｐ
算
定
は
、
単

体
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

原
材
料
購
入
か
ら
輸
送
・
生
産
ま

脱炭素経営
省エネの徹底

電力（Scope2）

燃料（Scope1）

エネルギーの低炭素化
太陽光発電＋ヒートポンプ＋コージェネ

クレジット購入
グリーン電力

目標
2030年
50％削減

目標
2050年
100％削減

イノベーション
水素予定スケジュール

2022年
削減計画策定

2022年
CO2算定ソフト導入

2023年
SBTコミットメント

2025年
SBT認定

（CO2-ton）
6,000

0

5,000

5,255
5,148

6．LED照明
の導入

7．高効率空調
機の導入

8．高効率チラ
ーの導入 9．太陽光発電

の導入

2．廃熱回収熱
交換器の導入

1．省エネ型生
産機の導入

10．グリーン電
力の購入

10．グリーン電
力の購入

11．ガス化コー
ジェネレーション
の導入

5．水素化
都市ガス
→水素

4．燃転
A重油
→都市ガス

3．電化
ヒートポンプ
の導入

基準年度
2013年

現在
2022年

目標年度②
2050年

目標年度①
2030年

2016年 2019年 2023年 2024年 2025年 2027年

4,689
4,555

3,708

3,328
3,102

2,656
2,612

0

4,000

3,000

2,000

1,000

2023年
脱炭素訴求ホームページ
リニューアル

図表４　CO2削減ロードマップ
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で
（Cradle to Gate

）
の
Ｇ
Ｈ

Ｇ
排
出
量
の
合
計
で
あ
る
。

　

地
域
金
融
機
関
が
Ｃ
Ｆ
Ｐ
算
定

支
援
に
取
り
組
む
際
の
チ
ャ
ン
ス

に
つ
い
て
考
え
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｐ
算
定

は
Ｃ
Ｏ
２
算
定
以
上
の
難
易
度
と

な
り
、
中
小
企
業
自
身
で
実
施
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
の
算
定

同
様
、
地
域
金
融
機
関
の
み
で
実

施
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
、

連
携
す
る
専
門
企
業
等
に
紹
介
す

る
こ
と
が
現
実
的
で
あ
る
。
Ｃ
Ｆ

Ｐ
算
定
を
行
い
た
い
中
小
企
業
を

地
域
金
融
機
関
が
専
門
企
業
に
紹

介
し
、
サ
ー
ビ
ス
成
約
後
に
専
門

企
業
が
紹
介
手
数
料
を
支
払
う
ス

キ
ー
ム
が
有
効
で
あ
る
（
図
表
４

参
照
）。

②　

Ｓ
Ｂ
Ｔ
認
証
（
外
部
へ
の
コ

ミ
ッ
ト
）

　

Ｓ
Ｂ
Ｔ
を
取
得
す
る
こ
と
は
ス

テ
ー
ク
ス
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
、
環

境
貢
献
企
業
で
あ
る
こ
と
を
分
か

り
や
す
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
効
果
が

あ
る
。
大
企
業
向
け
の
通
常
版
Ｓ

Ｂ
Ｔ
と
は
別
に
中
小
企
業
版
Ｓ
Ｂ

Ｔ
制
度
が
あ
り
、
通
常
版
に
比
べ

申
請
負
担
や
取
得
要
件
が
緩
和
さ

れ
て
い
る
。
中
小
企
業
版
Ｓ
Ｂ
Ｔ

は
、
Ｃ
Ｏ
２
算
定
や
削
減
計
画
等

の
事
前
準
備
が
で
き
て
い
れ
ば
Ｓ

Ｂ
Ｔ
ⅰ
（
事
務
局
）
の
サ
イ
ト
よ

り
比
較
的
容
易
に
電
子
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
、
準
備
か
ら
申
請
・

取
得
ま
で
２
カ
月
程
度
で
取
得
が

可
能
で
あ
る
。

　

地
域
金
融
機
関
が
Ｓ
Ｂ
Ｔ
取
得

支
援
に
取
り
組
む
際
の
チ
ャ
ン
ス

に
つ
い
て
考
え
る
。
中
小
企
業
版

Ｓ
Ｂ
Ｔ
の
申
請
は
Ｃ
Ｏ
２
算
定
等

の
事
前
準
備
が
で
き
て
い
れ
ば
比

較
的
難
易
度
は
低
く
、
地
域
金
融

機
関
で
も
支
援
は
可
能
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　

中
小
企
業
版
Ｓ
Ｂ
Ｔ
を
取
得
す

る
と
Ｓ
Ｂ
Ｔ
ⅰ
の
サ
イ
ト
や
環
境

省
の
サ
イ
ト
・
資
料
で
社
名
が
公

表
さ
れ
、
Ｓ
Ｂ
Ｔ
の
ロ
ゴ
を
使
用

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
名
刺
で
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
中

小
企
業
及
び
地
域
金
融
機
関
と
も

に
外
部
へ
の
Ｐ
Ｒ
効
果
が
期
待
で

き
る
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｂ
Ｔ
取
得
は
環
境
貢

献
企
業
・
持
続
可
能
な
企
業
と
し

て
認
知
さ
れ
る
た
め
、
金
融
機
関

の
融
資
与
信
拡
大
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
融

資
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
リ
ン
ク
ロ
ー

ン
等
の
対
象
企
業
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
（
図
表
６
参
照
）。

③　

脱
炭
素
経
営
計
画
策
定

　

中
小
企
業
の
脱
炭
素
経
営
に
は

二
つ
の
活
動
側
面
が
あ
る
。
ま
ず

取
り
組
む
べ
き
は
、
取
引
先
大
企

業
か
ら
の
脱
炭
素
要
請
に
対
応
す

る
こ
と
で
の
業
績
維
持
（
自
社
の

脱
炭
素
）
を
目
指
す
こ
と
で
あ
り
、

続
い
て
、
気
候
変
動
が
進
ん
だ
世

界
に
お
け
る
経
営
環
境
下
で
、
自

社
を
持
続
可
能
な
会
社
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

脱
炭
素
経
営
計
画
は
、
気
候
変

動
が
進
ん
だ
世
界
が
自
社
に
と
っ

て
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
の
か
リ
ス
ク

に
な
る
の
か
を
分
析
し
、
環
境
貢

献
製
品
の
開
発
・
販
売
等
の
適
切

な
対
応
を
経
営
計
画
に
落
と
し
こ

B2C

B2B

Cradle to Grave

Cradle to Gate

図表５　原材料購入から輸送・生産まで（Cradle to Gate）
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む
も
の
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
に
参
加
す
る
大
企
業

は
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
に
従
っ
た
同
内

容
の
経
営
計
画
を
策
定
し
外
部
に

開
示
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な

企
業
で
あ
る
こ
と
を
、
特
に
投
資

家
向
け
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
用

エ
ン
ジ
ン
部
品
を
製
造
し
て
い
る

中
小
企
業
の
場
合
、
気
候
変
動
が

進
む
と
脱
炭
素
の
流

れ
の
中
で
電
気
自
動

車
に
シ
フ
ト
す
る
た

め
、
自
社
製
品
が
売

れ
な
く
な
る
。
そ
の

た
め
事
業
を
再
構
築

し
、
電
気
自
動
車
用

の
部
品
製
造
や
そ
の

他
の
脱
炭
素
製
品
用

部
品
製
造
に
シ
フ
ト

す
る
計
画
を
策
定
す

る
。
ま
た
、
気
候
変

動
を
抑
え
る
た
め
に

政
府
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
に
炭
素
税
を
課

す
た
め
、
経
済
的
負

担
の
軽
減
の
た
め
自

社
の
脱
炭
素
化
を
推

進
す
る
計
画
が
必
要

と
な
る
。

　

脱
炭
素
経
営
計
画

は
中
小
企
業
の
中
長
期
の
方
向
性

を
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
設
備

投
資
計
画
と
密
接
に
関
連
す
る
た

め
、
地
域
金
融
機
関
が
積
極
的
に

計
画
策
定
支
援
を
す
べ
き
領
域
で

あ
ろ
う
（
次
頁
図
表
７
参
照
）。

⑶　

外
部
へ
の
Ｐ
Ｒ

　
「
自
社
の
脱
炭
素
」
や
「
脱
炭

素
な
経
営
」
は
社
内
的
な
取
り
組

み
で
あ
り
、
そ
の
効
果
は
現
状
の

取
引
先
へ
の
効
果
に
留
ま
る
。
中

小
企
業
の
脱
炭
素
経
営
促
進
の
た

め
に
は
更
な
る
動
機
づ
け
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
外
部
へ
の

Ｐ
Ｒ
が
必
要
だ
。

　

中
小
企
業
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
算

定
・
Ｃ
Ｆ
Ｐ
算
定
・
Ｓ
Ｂ
Ｔ
取
得

等
は
、
取
引
先
に
そ
れ
ら
を
必
要

と
し
て
い
る
大
企
業
に
と
っ
て
は
、

垂
涎
の
的
で
あ
る
。
中
小
企
業
に

お
け
る
脱
炭
素
経
営
の
最
終
的
な

取
り
組
み
は
、
取
り
組
み
を
既
存

顧
客
以
外
の
企
業
に
も
広
く
伝
え
、

新
規
顧
客
を
開
拓
す
る
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
効
果
的
な
外
部
Ｐ

Ｒ
を
行
う
こ
と
で
、
顧
客
に
環
境

企
業
と
の
印
象
を
与
え
ブ
ラ
ン
ド

化
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
手
法
は
、
環
境
訴
求
型
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
・
ブ
ロ
グ
配
信
、
業
界
誌
等
へ

の
記
事
投
稿
・
広
告
、
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
・
動
画
配
信
、
展
示
会
や

セ
ミ
ナ
ー
で
の
出
展
・
講
演
等
が

あ
る
。
効
果
が
す
ぐ
出
る
奇
策
は

無
い
た
め
地
道
な
情
報
発
信
が
必

要
に
な
る
が
、
特
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
ブ
ロ
グ
・
メ
ル
マ
ガ
等
の
デ

ジ
タ
ル
Ｐ
Ｒ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
永
久
に
残
る
財
産
に
な
る
た

め
積
極
的
な
活
動
が
望
ま
し
い
。

　
　

中
小
企
業
脱
炭
素
経
営
支
援

の
事
例

　

地
域
金
融
機
関
の
脱
炭
素
を
切

り
口
に
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を

検
討
す
る
に
あ
た
り
、
当
社
が
実

施
し
て
い
る
脱
炭
素
経
営
支
援
に

お
け
る
実
例
を
紹
介
す
る
の
で
ご

参
考
い
た
だ
き
た
い
。

⑴　

省
エ
ネ
補
助
金
コ
ン
サ
ル
か

ら
設
備
投
資
融
資
へ

5

図表６　通常SBTと中小企業向けSBT認証との比較
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某
地
方
銀
行
系
コ
ン
サ
ル
会
社

か
ら
の
依
頼
で
、
今
年
度
の
経
済

産
業
省
・
省
エ
ネ
補
助
金
へ
の
申

請
支
援
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

某
食
品
企
業
が
導
入
検
討
し
て

い
る
総
事
業

費
45
億
円
の

生
産
設
備
ラ

イ
ン
計
画
に

つ
い
て
、
某

地
方
銀
行
グ

ル
ー
プ
は
融

資
と
補
助
金

申
請
支
援
を

包
括
的
に
実

施
し
た
。
某

地
方
銀
行
子

会
社
の
コ
ン

サ
ル
会
社
は

省
エ
ネ
補
助

金
支
援
に
不

慣
れ
だ
っ
た

た
め
に
、
特

に
省
エ
ネ
技

術
部
分
の
支

援
を
当
社
に
依
頼
い
た
だ
き
、
二

次
公
募
に
申
請
、
無
事
採
択
さ
れ

た
。
獲
得
補
助
金
額
は
20
億
円
で

あ
り
、
融
資
に
つ
い
て
も
某
地
方

銀
行
が
獲
得
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て

最
大
の
効
果
を
上
げ
た
。

　

省
エ
ネ
補
助
金
は
省
エ
ネ
計
算

や
設
備
仕
様
等
の
技
術
的
な
ス
キ

ル
が
必
要
で
あ
り
、
文
系
支
援
者

で
は
対
応
が
難
し
い
面
が
あ
る
。

当
社
の
よ
う
な
省
エ
ネ
技
術
を
得

意
と
し
て
い
る
企
業
と
連
携
す
る

こ
と
で
、
省
エ
ネ
補
助
金
に
不
慣

れ
な
人
的
資
源
で
も
補
助
金
申
請

支
援
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

⑵　

公
的
機
関
と
大
手
メ
ー
カ
ー

連
携
で
の
中
小
企
業
支
援

　

公
的
機
関
が
某
大
手
電
機
メ
ー

カ
ー
と
連
携
し
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

中
小
企
業
の
脱
炭
素
経
営
を
支
援

し
て
い
る
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

上
場
企
業
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
で
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
算
定
・
削
減
義
務

が
あ
る
た
め
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
中

小
企
業
に
Ｇ
Ｈ
Ｇ
算
定
等
の
脱
炭

素
経
営
促
進
を
求
め
て
い
る
。
し

か
し
、
中
小
企
業
が
自
社
の
み
で

脱
炭
素
経
営
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
一
方
で
上
場

大
企
業
が
自
社
の
人
的
資
源
を
消

費
し
て
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
中
小
企
業

を
支
援
す
る
こ
と
も
難
し
い
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
某
大

手
電
機
メ
ー
カ
ー
は
公
的
機
関
と

連
携
し
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
中
小
企

業
の
脱
炭
素
経
営
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
中
小
企
業
向
け
の
合
同
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
脱
炭
素
経
営

の
基
礎
知
識
を
提
供
す
る
こ
と
で

脱
炭
素
経
営
環
境
の
醸
成
を
図
り
、

短
期
間
の
無
料
支
援
で
概
算
の
Ｃ

Ｏ
２
算
定
や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
計
画
の

策
定
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
詳
細
な
Ｃ
Ｏ
２
算
定
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
計
画
策
定
、
Ｃ
Ｆ
Ｐ

算
定
、
中
小
企
業
版
Ｓ
Ｂ
Ｔ
申
請

等
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
一
部
有

料
の
長
期
間
支
援
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

　

こ
の
事
例
の
公
的
機
関
の
役
割

を
地
域
金
融
機
関
が
担
う
こ
と
は

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
地
域
金

融
機
関
の
顧
客
で
あ
る
大
企
業
・

中
堅
企
業
と
連
携
し
、
顧
客
企
業

の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
中
小
企
業
に
対

し
脱
炭
素
経
営
の
支
援
を
提
供
す

図表７　脱炭素経営計画策定例
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る
。
金
融
機
関
に
支
援
ス
キ
ル
が

不
足
し
て
い
る
場
合
は
、
他
社
の

部
分
的
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
で

対
応
す
る
。
当
社
は
中
小
企
業
支

援
役
割
を
も
つ
公
的
機
関
の
脱
炭

素
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
業
務

も
行
っ
て
お
り
、
地
域
金
融
機
関

へ
の
部
分
的
支
援
も
対
応
可
能
で

あ
る
。

⑶　

戦
略
子
会
社
設
立
で
の
事
業

領
域
拡
大

　

銀
行
法
等
の
規
制
を
受
け
な
い

戦
略
子
会
社
を
設
立
し
、
コ
ン
サ

ル
等
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
事

例
を
紹
介
す
る
。

　

金
融
機
関
は
銀
行
法
等
の
規
制

を
受
け
る
た
め
に
、
中
小
企
業
へ

の
各
種
脱
炭
素
経
営
支
援
が
で
き

な
い
と
思
わ
れ
る
。筆
者
の
前
職
・

大
手
リ
ー
ス
会
社
は
リ
ー
ス
業
法

の
規
制
を
受
け
る
た
め
、
コ
ン
サ

ル
等
の
リ
ー
ス
以
外
の
事
業
が
で

き
な
い
課
題
解
決
に
対
し
、
戦
略

子
会
社
を
設
立
し
た
。

　

筆
者
は
大
手
リ
ー
ス
会
社
と
戦

略
子
会
社
の
兼
任
社
員
と
し
て
、

戦
略
子
会
社
の
業
務
を
中
心
に
、

最
終
的
に
は
戦
略
子
会
社
の
社
員

と
し
て
、
補
助
金
申
請
支
援
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
等
の
業
務
を

行
っ
て
い
た
。
戦
略
子
会
社
は
事

業
会
社
と
し
て
独
立
採
算
を
目
指

し
、
収
益
性
の
高
い
事
業
を
選
択

し
実
施
し
て
い
た
。
大
手
リ
ー
ス

会
社
社
員
や
親
会
社
で
あ
る
銀
行

社
員
と
同
行
し
、
企
業
廻
り
や
サ

ー
ビ
ス
提
案
・
提
供
を
行
っ
た
。

　

こ
の
事
例
を
参
考
に
、
地
域
金

融
機
関
が
戦
略
子
会
社
を
設
立
し
、

中
小
企
業
の
脱
炭
素
経
営
支
援
を

行
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
コ
ン
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
等
で
収

益
を
上
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

ま
た
顧
客
企
業
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
を
強
化
し
な
が
ら
設
備
投

資
の
融
資
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
わ
れ
る
。

　
　

省
エ
ネ
補
助
金
の
紹
介

　

脱
炭
素
経
営
を
推
進
す
る
際
に

は
大
き
な
設
備
投
資
が
必
要
と
な

り
、
補
助
金
の
活
用
が
重
要
と
な

る
。
今
年
度
か
ら
３
年
間
は
政
府

の
Ｇ
Ｘ
関
連
の
大
型
予
算
が
中
小

企
業
向
け
設
備
投
資
に
充
て
ら
れ

て
お
り
、
例
年
に
な
い
設
備
投
資

チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
て
い
る
。

　

経
済
産
業
省
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

投
資
促
進
支
援
事
業
は
4
つ
の
事

業
形
態
で
中
小
企
業
等
の
設
備
投

資
を
き
め
細
か
く
支
援
し
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
３
年
間
で
合
計
約
５
，

０
０
０
億
円
規
模
の
予
算
投
入
が

決
定
さ
れ
て
お
り
、
来
年
度
の
概

算
要
求
額
は
１
９
２
５
億
円
と
な

っ
て
い
る
。
非
常
に
大
き
な
予
算

額
の
た
め
今
年
度
は
現
在
四
次
公

募
中
（
11
月
２
日
締
切
）
で
残
予

算
は
約
50
％
で
あ
る
。
採
択
率
は

70
〜
90
％
と
非
常
に
高
く
、
補
助

率
は
１
／
３
〜
２
／
３
、
補
助
金

額
上
限
は
40
億
円
と
非
常
に
充
実

し
た
補
助
と
な
っ
て
い
る
。
当
社

動
画
サ
イ
ト
で
詳
細
を
紹
介
し
て

い
る
の
で
ご
参
考
い
た
だ
き
た
い
。
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●ミニマム★CO2 プランナー
　大企業からの脱炭素要請に「安く・早く・簡単
に」対応するサービス。CO2排出量算定（Scope1・
2・3）と CO2 削減ロードマップをWEB会議シ
ステム中心に支援する。スタンダードコースは隔
週実施 4か月間で、大企業の脱炭素要請に対応
することができる。

●最強★省エネ補助金プログラム
　省エネ補助金の事前準備を行うことで、審査加
点による確実な採択と優遇税制を狙うサービス。
経営革新等支援機関として経営力向上計画の策
定および公的省エネ診断の支援をおこなう。

●電化・廃熱回収ポテンシャル診断
　ヒートポンプ・熱交換器による熱の脱炭素を診
断するサービス。多くの導入実績を誇る当社専門
家による現地診断により、設備導入可能性につい
て定量的な報告書を提供する。その他の省エネ設
備や再エネ設備の診断も対応可能。

図表７　脱炭素支援サービス


